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研究成果の概要（和文）：＜センシングワークプレイス＞を実現し、効果検証を繰り返すことで、その効果と最
適なデザインに関する知見を得た。一部を紹介する。照明環境の好みや年齢などの属性の近い執務者が集まるこ
とで、満足度の向上に繋がること、また、照明ゾーニングがゾーン選択やその意識に与える影響等を明らかにし
た。センシングワークプレイスにおいて、センサーデータを活用することで、様々な傾向の長期的分析が可能で
あることを示すと共に、センシングで「場」の状況を可視化し人の繋がりを活性化できる可能性を示した。研究
の最後に、これまでの研究結果と経験仮説をもとに、＜センシングワークプレイス＞のプロトタイプをデザイン
し、実際に構築した。

研究成果の概要（英文）：By realizing the <Sensing Workplace> and repeating the effect verification, 
we gained knowledge about the effect and the optimum design. Here are some of them. It was clarified
 that the gathering of workers with similar attributes such as lighting environment preferences and 
age will lead to an improvement in satisfaction, and that lighting zoning will affect zone selection
 and its awareness. In the sensing workplace, we show that it is possible to analyze various trends 
in the long term by utilizing sensor data, and also show the possibility that the situation of "
field" can be visualized by sensing and the connection of people can be activated. At the end of the
 research, we designed and actually constructed a prototype of <Sensing Workplace> based on the 
research results and empirical hypotheses so far.

研究分野： 建築学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
知識・情報の生産拠点であるワークプレイスにおいて、新しい価値を生み出す必要性が増している。新しい価値
を生む有効な方法の一つとして、分野を超えたコラボレーションによる様々な知の新結合が注目されており、多
様な専門性を持った人たちが集い働く場所であるコワーキングスペースを作り、社内外の新結合を試みる企業が
増えている。本研究では、＜センシングワークプレイス＞をセンシング技術等を駆使して＜場＞の状況を把握
し、その結果を最適な形で空間に可視化することで、人の繋がりとコラボレーションを活性化し、新結合を生む
ワークプレイスであると定義し、その実現に向けて、様々な角度から研究を進め、その一旦を明らかにしてい
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
日本は、長年、経済的な低迷を続けている。産業構造が資本集約型（どう作るか）から知識集
約型（何を作るか）へシフトする中、知識・情報の生産拠点であるワークプレイス（場）にお
いて、新しい価値を生み出す必要性が格段に増している。新しい価値を生む有効な方法の一つ
として、分野を超えたコラボレーションによる様々な知の新結合が注目されており、多様な専
門性を持った人たちが集い働く場所であるコワーキングスペースを作り、社内外の新結合を試
みる企業が増えている。しかし、多様な人々が集まるだけでは、繋がりもコラボレーションも
起きないことも明らかになってきた。                                                                                                                             
以上の状況を受けて、これまでの先行研究の経験から見出した『＜場＞の状況の可視化が、働
く人々の繋がりやコラボレーションの活性化に有効である』という仮説を基に、＜センシング
ワークプレイス＞を実現し、その効果検証を行う。 
＜センシングワークプレイス＞とは、センシング技術等を駆使して＜場＞の状況を把握し、そ
の結果を最適な形で空間に可視化することで、人の繋がりとコラボレーションを活性化し、新
結合を生むワークプレイスである。 
２．研究の目的 
前述した学術的課題をうけて、以下の目的を掲げた。 
『センシング技術を駆使して＜場＞の状況を可視化することで、人が繋がる確率が高まりイン
タラクションが活性化される。その結果として創発が起こり、新しい付加価値が生まれる確率
も上がる。このような＜センシングワークプレイス＞を実現し、その効果検証プロセスを繰り
返すことで、新結合に効果的なワークプレイスデザインに関する知見を得る。』                                                                        
具体的には、＜場＞の構成要素である人と空間と様々な知（仕事）の状況と関係を可視化する
ことで、それらのインタラクションが活性化する＜場＞を設計し、実現する。すなわち、人々
の様々な活動等をワークプレイス空間に可視化し、これまでの人間中心設計に基づいた知見も
取り入れて、人々や情報が混じりやすい空間をデザインし、その効果を考察する。                                                                                                                              
３．研究の方法 
＜センシングワークプレイス＞を実際のコワーキングスペースの一画に実現し（既存の空間に
センシング装置やディスプレイや家具を組み込むことで実現）、その効果検証を繰り返すことと、
合わせて探索的な研究行うことで、新結合により新しい付加価値が生まれやすいワークプレイ
スデザインに関する知見を得る。 
４．研究成果 
<初年度> 
センシングワークプレイスの実現に向けて、探索的に以下の研究を実施した。  
・天井マーカーとウエアラブルカメラを用いて、3 次元センシングの可能性を実験し、一定の
精度で位置検出ができることを確認した。その研究の中で、ワーカーの頭部方向の検知が重要
になるが、ある程度の精度で検知を実現できれば、ワーカーの頭部高さの時間的変化から、ワ
ーカーの集中状態や勤務状況を推定できる可能性を確認した。  
・センシングワークプレイスの実践研究として、位置センサーを装備したオフィスにおいて、
位置データを解析することにより、照明環境が働く場所選択に影響があることを発見し、位置
データから得た情報をオフィスの照明計画に反映し、オフィス環境を最適化する道筋を示した。
また、同オフィスにおいて、位置データをもとに、臭いが場所移動に影響を与えることを確認
し、マグネットスペースにおいて、臭いによりマグネット効果を高める臭いを発生するイベン
ト（バン焼き等）施策の有効性を仮説として得た。 
・センシングワークプレイスの基礎研究として、オフィスワークの主要要因であるコミュニケ
ーションの活性化に関する研究、組織文化とオフィス環境の関係に関する研究、執務行動分類
に関する研究、ワーカーのオフィス設計参加の効果等の研究を行った。 
<2 年度> 
前年度に引き続き、＜センシングワークプレイス＞の実現に向けて、以下に示すように多様な
角度から研究を進めた。  
・初年度から進めている＜センシングワークプレイス＞の実践研究として、位置情報から得た
情報をオフィスの照明計画に反映しオフィス環境を最適化する試みを行った。この研究を更に
進め、オフィス照明のゾーニング運用システムを構築し、位置情報を基にその効果の測定を試
みた。具体的には、以下である。  
目的別に空間分割されたオフィスに対して，それぞれの空間の目的に適する照明運用条件を設
定・運用する「照明ゾーニング」手法を見出した。アンケート調査による執務者の心理状態と，
センサーによる測位や行動観察から執務者の行動を評価し、満足度の向上、意識の変化、行動
の変化などが確認され、照明ゾー ニングが執務者の働き方やその意識に与える影響を確認でき
た。  
・初年度の研究結果にこれまでの知見に加えて、ワーカーの位置情報の解析の視点としてワー



カー間の「距離」に着目して研究を進めた。当該年度は、距離特性の異なる３つのチームの比
較分析を行った。位置のセンシングで得た距離のデータ解析から、それぞれ、近接活動型、遠
隔活動型、バランス活動型に分類され、チーム毎に、メンバーのネットワーク関係図の違い、
ワークスタイル、コミュニケーション、意識の違い等が見られた。  
・センシングワークプレイスの基礎研究として、ワークプレイスとエンゲージメントの関係に
関する研究、組織風土に関する研究、プログラミングの効果に関する研究、リフレッシュに関
する研究、ワークスタイル改善に関する研究、本格的な生理信号計測の予備実験として、タス
ク中に掛けられる言葉と精神生理的影響評価の研究などをおこなった。 
<最終度> 
最終年度は、＜センシングワークプレイス＞の実現に向けて、以下の研究を行った。行動をセ
ンシングするセンサーを装備したオフィスにおいて、初年度から続けている「オフィス照明の
ゾーニング運用が執務者の行動・意識に与える影響の評価」をまとめた。照明によるゾーニン
グの設計条件を求め、その条件に基づく照明ゾーニングを実オフィスに適用し、照明環境の好
みや年齢などの属性の近い執務者が集まることで、満足度の向上に繋がることを明らかにした。
また、照明ゾーニングがゾーン選択やその意識に与える影響を明らかにした。以下に一部を示
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・携帯するセンサから執務者の選択したゾーンを推定し、ソーン選択行為の傾向を分析した。
ゾーン選択行為は、習慣的に固定化される執務者と流動的な執務者に分かれ、流動型の執務者
は、照明ゾーニング導入前で２２％だったのに対して、1 年後には７％に低減し、ゾーン選択
行為は固定する傾向だった。他方、固定型 の執務者は、照明ゾーニング導入一ヶ月では、他の
ゾーンへの選択変更は少なかったが、四ヶ月後では、ゾーン選択変更が増加する傾向だった。 
このように、センシングワークプレイスにおいて、センサーデータを活用することで、様々な
傾向の長期的分析が可能であることを示すと共に、センシングで「場」の状況を可視化し人の
繋がりを活性化する道筋を示した。 
研究の最後に、これまでの研究結果と経験仮説をもとに、＜センシングワークプレイス＞のプ
ロトタイプをデザインし、実際に構築した。本研究の次のステップとして、その効果検証を試
みる予定である。ここでは、インタラクションの活性化において、センシングデータの可視化
に合わせて、共有価値の可視化、多様性の重要性、空間のスケールの重要性、の効果を挙げて
いる。 
 
 

図１ 実験オフィスのゾーニン
グ 

   
写真１ センシングワークプレイスのプロトタイプ 
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